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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第41期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 2,036,191 10,016,418

経常損益（千円） △36,798 135,830

四半期（当期）純損益（千円） △72,032 34,978

純資産額（千円） 7,948,284 8,081,418

総資産額（千円） 11,458,897 11,882,168

１株当たり純資産額（円） 429.89 436.79

１株当たり四半期（当期）純損益

金額（円）
△3.94 1.91

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 68.5 67.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△87,805 311,523

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
48,892 △235,316

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△41,239 △284,789

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
649,075 733,613

従業員数（人） 391 387

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　４．単位未満を四捨五入で表示しております。２頁以降も特に注書が無い場合、同様であります。ただし、合計金額は

必ずしも一致しません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

　

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、関係会社の異動はありません。

　

　

　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 391 (55)

　（注）従業員数は就業人員（当社グループ外からの出向者を含む）であり、臨時雇用者数（契約社員）は（　）内に外数

で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 247 (24)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（契約社員）は（　）内に外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

切削機具事業（千円） 109,856

特殊工事事業（千円） －

建設・生活関連品事業（千円） －

その他の事業（千円） 188,436

合計（千円） 298,292

　（注）１．上記金額は製造原価によっており、セグメント間の取引は相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品・製品仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の商品・製品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

切削機具事業（千円） 395,846

特殊工事事業（千円） －

建設・生活関連品事業（千円） 604,733

その他の事業（千円） 2,879

合計（千円） 1,003,458

　（注）１．上記金額は仕入価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当社グループは製品については、見込生産を中心に行っているため、また、特殊工事事業につきましても、施工工事

は工期が短く１件当たりの受注金額が僅少であるため、受注高の総合的な把握は行っておりませんので、記載を省

略しております。

(4）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

切削機具事業（千円） 703,783

特殊工事事業（千円） 271,973

建設・生活関連品事業（千円） 759,350

その他の事業（千円） 301,085

合計（千円） 2,036,191

　（注）１．上記金額は外部顧客に対する売上高であり、セグメント間の内部売上高は含まれておりません。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

　

　

　

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

（１）業績の状況

　　当第１四半期におけるわが国の経済は、サブプライムローン問題や原油価格の高騰などを背景にした米国景気後退

懸念の影響を受け、円高・株式市場の低迷・商品価格の急騰と経済全体に先行き不透明感が広がり、民間設備投資

の鈍化や個人消費の低迷を招くなど、景気は一段と減速懸念が強まりました。当社が関連する土木建設業界におき

ましても建築費の高騰や改正建築基準法の影響等により新規着工件数が大きく後退し、厳しい環境のうちに推移し

ました。

　このような環境の中で当社グループは、引き続き中国子会社生産による高品質で低価格製品の競争力を活用した

拡販、また、乾式工法や周辺環境に配慮した独自工法の普及等に努めてまいりました。

　その結果、当第１四半期の売上高は20億36百万円となりました。利益面におきましては販売費及び一般管理費の削

減に努めてまいりましたが売上高の減少による利益の低下を補うに至らず、営業損失は74百万円となりました。経

常損失は有価証券運用益28百万円を計上したことなどで37百万円となり、四半期純損失は、当第１四半期より「棚

卸資産の評価に関する会計基準」が適用されたことに伴う棚卸資産の評価損53百万円を特別損失に計上したこと

などにより、72百万円となりました。

　　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　（切削機具事業）

　　乾式工法や金属切断システムなど周辺環境に配慮した独自工法の普及とオリジナル開発製品の拡販を展開し、製品

販売はやや伸びたものの、全体工事需要の低下により工事消耗品のダイヤモンドビットやブレードの売上は減少

し、売上高は７億４百万円となりました。この結果、営業損失は３百万円となりました。

　（特殊工事事業）

　　耐震補強工事は順調でしたが高炉解体などの金属切断工事が低下し、売上高は２億72百万円となりました。この結

果、営業損失は２百万円となりました。

　（建設・生活関連品事業）

　　省エネ実現見込みの新製品が伸びた一方で建設工事全体の需要低下により機械工具・材料消耗品の売上が減少し、

売上高は７億59百万円となりました。この結果、営業利益は５百万円となりました。

　（その他の事業）

　　デイサービス・介護付有料老人ホーム等の介護事業は順調に推移しましたが、自動制御盤・配電盤事業とＩＴ関連

事業は民間設備投資低下の影響でやや減少し、全体で売上高は３億１百万円となりましたが売上総利益率の向上お

よび販売費及び一般管理費の削減により、営業損失は２百万円となりました。

（２）キャッシュ・フローの状況

　　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という）は、６億49百万円となりました。各

キャッシュ・フローの概況は以下のとおりであります。

　

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　営業活動の結果、使用した資金は88百万円となりました。減価償却費33百万円、売上債権の減少３億26百万円等収

入の一方で、税金等調整前四半期純損失90百万円、仕入債務の減少２億27百万円、法人税等の支払92百万円等に使

用したことが主な要因であります。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　投資活動の結果、獲得した資金は49百万円となりました。有価証券の売却による収入１億89百万円、定期預金の払

戻しによる収入６百万円の一方で、有価証券・投資有価証券の取得による支出１億20百万円、定期預金の預入れ

による支出22百万円等に使用したことが主な要因であります。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　財務活動の結果、使用した資金は41百万円となりました。これは主に配当金の支払46百万円等によるものでありま

す。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

　　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は21百万円であります。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,600,000

計 28,600,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,640,112 18,640,112 ジャスダック証券取引所 －

計 18,640,112 18,640,112 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～

平成20年６月30日
－ 18,640,112 － 4,090,270 － 3,551,970

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     375,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  18,099,000 18,090 －

単元未満株式 普通株式     166,112 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 　　　　　18,640,112 － －

総株主の議決権 － 18,090 －

　（注）　上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が9,000株含まれております。なお、

「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数９個が含まれておりません。

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社コンセック
広島市西区商工セン

ター四丁目６番８号
375,000 － 375,000 2.01

計 － 375,000 － 375,000 2.01

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月

最高（円） 162 160 170

最低（円） 140 132 143

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則

に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 773,340 845,421

受取手形及び売掛金 2,286,186 2,619,245

有価証券 107,631 199,967

商品及び製品 1,082,841 1,115,221

仕掛品 36,280 42,414

原材料及び貯蔵品 209,446 198,985

その他 250,160 149,879

貸倒引当金 △4,351 △5,663

流動資産合計 4,741,534 5,165,468

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,828,249 3,828,611

減価償却累計額 △2,156,845 △2,139,136

建物及び構築物（純額） 1,671,404 1,689,475

土地 3,892,925 3,892,925

その他 1,162,146 1,167,299

減価償却累計額 △993,392 △987,917

その他（純額） 168,753 179,382

有形固定資産合計 5,733,082 5,761,782

無形固定資産

のれん 33,459 37,598

その他 61,427 63,244

無形固定資産合計 94,886 100,842

投資その他の資産

投資有価証券 463,928 406,178

その他 513,288 551,860

貸倒引当金 △87,822 △103,962

投資その他の資産合計 889,395 854,076

固定資産合計 6,717,363 6,716,700

資産合計 11,458,897 11,882,168
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,714,814 1,953,218

短期借入金 1,054,303 1,040,143

未払法人税等 18,697 104,645

賞与引当金 54,540 75,431

完成工事補償引当金 262 229

その他 207,236 161,941

流動負債合計 3,049,852 3,335,607

固定負債

長期借入金 160,547 172,255

退職給付引当金 220,114 214,391

役員退職慰労引当金 44,092 41,642

その他 36,009 36,856

固定負債合計 460,761 465,143

負債合計 3,510,613 3,800,750

純資産の部

株主資本

資本金 4,090,270 4,090,270

資本剰余金 3,965,381 3,965,381

利益剰余金 △35,889 81,805

自己株式 △53,645 △53,549

株主資本合計 7,966,117 8,083,907

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △110,569 △111,592

為替換算調整勘定 △3,973 5,621

評価・換算差額等合計 △114,541 △105,971

少数株主持分 96,709 103,482

純資産合計 7,948,284 8,081,418

負債純資産合計 11,458,897 11,882,168
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

売上高 2,036,191

売上原価 1,601,439

売上総利益 434,752

販売費及び一般管理費 ※
 508,350

営業損失（△） △73,598

営業外収益

受取利息 913

受取配当金 2,421

有価証券運用益 27,926

受取手数料 2,451

受取家賃 4,269

その他 8,083

営業外収益合計 46,063

営業外費用

支払利息 3,505

為替差損 3,731

その他 2,027

営業外費用合計 9,263

経常損失（△） △36,798

特別利益

固定資産売却益 668

特別利益合計 668

特別損失

固定資産売却損 164

固定資産除却損 125

たな卸資産評価損 53,349

特別損失合計 53,637

税金等調整前四半期純損失（△） △89,767

法人税、住民税及び事業税 11,420

法人税等調整額 △27,916

法人税等合計 △16,496

少数株主損失（△） △1,240

四半期純損失（△） △72,032
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △89,767

減価償却費 33,052

のれん償却額 4,139

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16,461

賞与引当金の増減額（△は減少） △20,790

受取利息及び受取配当金 △4,246

支払利息 3,505

有価証券売却損益（△は益） △28,455

有形固定資産売却損益（△は益） △504

売上債権の増減額（△は増加） 326,282

たな卸資産の増減額（△は増加） △37,708

たな卸資産評価損 57,584

仕入債務の増減額（△は減少） △227,407

その他 4,451

小計 3,674

利息及び配当金の受取額 3,971

利息の支払額 △3,594

法人税等の支払額 △91,856

営業活動によるキャッシュ・フロー △87,805

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △21,922

定期預金の払戻による収入 6,000

有価証券の取得による支出 △63,447

有価証券の売却による収入 188,681

有形固定資産の取得による支出 △4,021

有形固定資産の売却による収入 836

無形固定資産の取得による支出 △520

投資有価証券の取得による支出 △56,715

投資活動によるキャッシュ・フロー 48,892

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 42,523

長期借入れによる収入 50,000

長期借入金の返済による支出 △88,005

自己株式の取得による支出 △96

配当金の支払額 △45,662

財務活動によるキャッシュ・フロー △41,239

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,386

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △84,538

現金及び現金同等物の期首残高 733,613

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 649,075
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法

の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として月次総平均法によ

る原価法によっておりましたが、当第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に

関する会計基準」（企業会計基準第９号　

平成18年７月５日）が適用されたことに伴

い、主として月次総平均法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法）により算定し

ております。

　これにより、営業損失及び経常損失は、そ

れぞれ4,235千円、税金等調整前四半期純損

失は、57,584千円増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当

該箇所に記載しております。

（２）「連結財務諸表作成における在外子

会社の会計処理に関する当面の取扱い」の

適用

　当第１四半期連結会計期間より、「連結財

務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱い」（実務対応報告第

18号　平成18年５月17日）を適用しており

ます。

　これによる損益に与える影響はありませ

ん。
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当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　 （３）リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、

「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号（平成５年６月17日（企業会

計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第16

号（平成６年１月18日（日本公認会計士協

会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始する連

結会計年度に係る四半期連結財務諸表から

適用することができることになったことに

伴い、当第１四半期連結会計期間からこれ

らの会計基準等を早期適用し、リース取引

開始日が会計基準適用初年度開始後のリー

ス取引で、これらの会計基準等に基づき所

有権移転外ファイナンス・リース取引と判

定されたものについては、通常の売買取引

に係る会計処理によっております。また、所

有権移転外ファイナンス・リース取引に係

るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法を採用しております。

　なお、リース取引開始日が会計基準適用初

年度開始前のリース取引で、これらの会計

基準等に基づき所有権移転外ファイナンス

・リース取引と判定されたものについて

は、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっております。

　これによる損益に与える影響はありませ

ん。

【簡便な会計処理】

　　　該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社コンセック(E01686)

四半期報告書

16/23



【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料手当    199,105千円

賞与引当金繰入額 23,696

退職給付費用 19,862

役員退職慰労引当金繰入額 2,450

貸倒引当金繰入額 309

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

現金及び預金勘定     773,340千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △124,266

現金及び現金同等物 649,075
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　18,640,112株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　   375,814株

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 45,662 2.5 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　
切削機具事
業（千円）

特殊工事事
業（千円）

建設・生活
関連品事業
（千円）

その他の事
業（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上高 703,783 271,973 759,350 301,085 2,036,191 － 2,036,191

(2）セグメント間の内部売上高又は振替

高
－ － 6,403 5,683 12,086 △12,086 －

計 703,783 271,973 765,753 306,768 2,048,277 △12,086 2,036,191

営業利益又は営業損失（△） △2,993 △2,219 4,976 △2,257 △2,492 △71,106 △73,598

　（注）１．事業は製品の系列及び市場の類似性を勘案して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

切削機具事業 コアードリル、ウォールカッター、ダイヤモンドコアービット、自動送り装置等

特殊工事事業 アンカー工事、ダイヤ穿孔・切断工事、ワイヤーソー工事等

建設・生活関連品事業 コンクリートアンカー類、コンプレッサー、グラインダー、物置、カーポート等

その他の事業 自動制御盤・配電盤・製缶・精密板金加工、介護サービス、ソフトウェア成果物等

３．会計処理の方法の変更

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」会計処理基準に関する事項の変更（１）

に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　

平成18年７月５日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して切削機具事業で

3,478千円、特殊工事事業で109千円営業損失がそれぞれ増加し、建設・生活関連品事業で営業利益が649千円減少

しております。

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年4月１日　至平成20年６月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年4月１日　至平成20年６月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 429.89円 １株当たり純資産額 436.79円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 3.94円

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純損失（千円） 72,032

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 72,032

期中平均株式数（千株） 18,264

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月９日

株式会社コンセック

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 近藤　敏博　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 家元　清文　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コン

セックの平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成２０年４月

１日から平成２０年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コンセック及び連結子会社の平成２０年６月３０日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

        ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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